
※その他道路交通法や食品衛生法に基づく
許可が必要

道路や公園における許可の流れ
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①申請者及び屋台営業に従事する者が暴力団排除条例に規定する暴力団員等ではないこと
②営業場所が、規則で定める基準等に適合すること

提出書類

申請者

許可の基準

条例施行

許可の期間の満了後も引き続き屋台営業をしたい者

申請書のほか、規則で定める書類
提出書類

○新規許可の許可の基準の①②に同じ
○営業しようとする場所が、現に営業している場所であること
○更新前の許可の期間内に指導に従わないなど悪質な違反行為を行っていないこと

許可の基準

申請者

○許可に、屋台の大きさ、営業区域、占用時間など、道路の構造を保全し、交通の危険を
　防止し、その他円滑な交通を確保するために必要な条件、又は公園の管理上必要な条件
　を附する（具体的な内容は規則で規定）
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　　○定期的な指導
　　○指導結果の公表

指導に従わない
悪質な屋台許可の取消し等

不更新

別紙１

(市)

死亡・病気
などのため
営業困難

基準に適合

許可更新

基準に適合

新規許可

承継は１回のみ認める

(市)

(市)

更新申請

新規申請

条例施行前から
屋台営業をしている者

現営業者から承継しようとする者
（配偶者又は直系血族に限る）

条例施行前から
屋台営業をしている者

公募により選定された者

・廃業等により生じた場所を対象
　として屋台を公募
・市長（屋台選定委員会）が選定

　　　　　 原則新規許可の許可の条件に同じ
許可の条件

公募により選定された者の更新は、５
年が上限（初回は３年を上限とし、営
業状況が良好な場合、５年毎に延長）
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